
い
た
史
実
を
日
記
な
ど
か
ら
明
ら
か
に
し
、
「
総
入
れ
歯
の
ル
ー
ツ
は
日

本
」
と
題
し
て
記
載
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
粋
な
江
戸
っ
子
の
歯
磨
き
、

塩
か
ら
磨
き
砂
へ
、
「
忠
臣
蔵
」
歯
磨
塩
の
騒
動
な
ど
か
ら
す
さ
ま
じ
い

お
江
戸
の
歯
磨
粉
商
戦
、
そ
し
て
西
洋
式
歯
磨
き
の
伝
来
な
ど
に
ふ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
著
者
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
る
「
歯
吹
如
来
像
の
謎
」

な
ど
著
者
の
優
れ
た
史
観
に
よ
る
わ
か
り
や
す
い
解
説
は
類
書
に
み
る

こ
と
の
で
き
な
い
名
著
で
あ
り
、
良
書
で
あ
る
と
い
え
る
。

著
者
は
現
在
東
京
歯
科
大
学
名
誉
教
授
で
あ
り
な
が
ら
も
今
も
火
曜

日
は
付
属
病
院
で
、
月
・
水
・
金
は
自
宅
で
ご
子
息
と
と
も
に
歯
科
診

療
に
従
事
す
る
か
た
わ
ら
、
日
本
歯
科
医
史
学
会
監
事
、
弓
冨
シ
ョ
①
局
‐

旨
四
コ
シ
８
号
日
昌
旦
昏
①
閏
の
８
ｑ
９
口
①
昌
一
骨
ご
会
員
の
ほ
か
国
際

歯
科
学
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｄ
）
国
際
理
事
で
、
国
際
人
で
あ
る
と
と
も
に
、
歯
科

医
史
学
の
重
鎮
で
あ
る
。
著
書
に
は
「
む
し
ば
の
た
は
ご
と
上
下
」
（
耆

林
）
、
「
歯
は
生
命
恥
噛
む
」
（
求
龍
堂
）
、
「
頭
の
よ
く
な
る
歯
の
噛
み
合
せ
」

（
新
星
出
版
）
、
「
歯
科
の
歴
史
、
お
も
し
ろ
読
本
」
（
ク
イ
ン
テ
ッ
セ
ン
ス
）

な
ど
の
名
著
が
あ
る
。
本
書
は
歯
に
関
す
る
東
西
の
風
俗
を
も
と
に
古

き
歴
史
の
認
識
を
基
盤
と
し
て
「
歯
の
字
の
話
」
、
そ
し
て
「
近
代
歯
科

医
学
の
先
覚
者
」
で
結
び
、
近
代
歯
科
医
学
史
の
真
髄
に
触
れ
て
い
る
。

本
書
は
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
歯
の
風
俗
誌
を
見
、
そ
れ
か
ら
歯
の

風
俗
史
を
知
る
最
高
の
喜
び
と
楽
し
み
を
味
わ
せ
て
く
れ
る
数
少
な
い

良
書
で
あ
り
、
加
え
て
こ
れ
ま
で
気
づ
か
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
温
故

知
新
か
ら
新
し
い
歯
科
医
学
の
方
向
を
示
し
う
る
名
著
と
い
え
る
。

「
私
は
歴
史
家
で
も
な
い
。
風
俗
史
や
民
俗
史
を
専
攻
し
た
も
の
で
も

な
い
。
ま
し
て
世
間
で
い
う
考
証
家
で
も
な
い
。
し
か
し
、
自
分
の
職

「
京
都
府
立
「
願
狂
院
」
の
設
立
と
そ
の
経
緯
」
（
三
十
九
巻
四
号
）
の
著

者
か
ら
訂
正
希
望
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、
検
討
の
結
果
こ
れ
を
掲
載
す

る
こ
と
と
し
た
。
編
集
委
員
会

業
を
通
じ
て
歯
と
い
う
も
の
が
昔
か
ら
人
と
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
あ
い

が
あ
る
の
か
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
軌
跡
を
述
べ
、
皆
様
に
歯
に
対
す

る
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
本
書
を
書
い
た
」
と
著
者

は
い
う
。
こ
の
「
あ
と
が
き
」
に
乾
杯
！

そ
し
て
良
薬
は
口
に
苦
し
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
得
て
し
て
こ
の
種

の
良
書
は
面
白
く
な
い
の
が
定
説
で
あ
る
。
著
者
は
「
寝
転
ん
で
、
あ

る
い
は
電
車
の
中
で
、
ま
た
、
待
ち
合
わ
せ
の
合
間
に
気
軽
に
お
読
み

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
と
思
う
」
と
結
ん
で
い
る
が
、
本
書
は
ま
さ
に
、

そ
の
よ
う
な
本
で
、
一
般
の
人
々
に
も
お
す
す
め
し
た
い
良
書
で
あ
る
。

（
谷
津
三
雄
）

〔
時
空
出
版
・
東
京
都
文
京
区
小
石
川
四
’
一
八
’
三
、
電
話
○
三
’
三
八

一
二
’
五
三
一
三
、
一
九
九
三
年
二
月
三
○
日
発
行
、
Ｂ
６
判
、
全
一

九
五
ペ
ー
ジ
、
定
価
一
六
○
○
円
〕

〈
訂
正
〉

「
依
剥
昆
姪
児
」
は
「
篭
憂
」
で
は
な
く
今
日
で
い
う
心
気
症
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
「
「
自
尊
狂
、
酒
癖
」
は
当
時
の
英
国
流
診
断
法
に
も
、

フ
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ま
た
『
京
都
府
史
・
第
二
篇
政
治
部
衛
生
類
第
六
」
に
収
録
さ
れ
る

「
顧
狂
院
一
件
」
に
よ
り
、
南
禅
寺
方
丈
の
借
り
受
け
の
経
過
に
つ
い

て
、
よ
り
詳
細
な
内
容
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
、
二
一
頁
二
三
行
目

「
南
禅
寺
方
丈
を
借
り
受
け
、
ま
わ
り
の
空
き
地
を
花
園
の
遊
歩
道
に

す
る
よ
う
、
貫
属
課
に
命
じ
た
の
で
あ
る
」
を
「
南
禅
寺
方
丈
の
仮
借

を
貫
属
課
に
命
じ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
医
務
掛
は
ま
わ
り
の
空
き
地
を
、

花
園
や
遊
歩
道
に
す
る
た
め
に
用
い
た
い
と
願
い
出
て
い
る
」
に
訂
正

す
る
。

ま
た
独
逸
国
流
診
断
法
に
も
み
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
記
述

を
し
た
が
、
当
時
こ
れ
ら
の
疾
患
自
体
に
関
し
て
す
で
に
報
告
が
あ
っ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
以
上
の
理
由
に
よ
り
、
二
九
頁
一
二
行

目
「
「
精
神
病
約
説
」
」
よ
り
同
頁
一
五
行
目
「
不
明
で
あ
る
。
」
ま
で
の

文
章
を
削
除
す
る
。
以
上
の
訂
正
に
つ
い
て
、
貴
重
な
御
指
摘
お
よ
び

一
次
資
料
の
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
岡
田
靖
雄
先
生
に
深
謝
い
た
し
ま

一
』

す
。

そ
の
他
の
訂
正

二
○
頁
四
行

二
四
頁
一
八
行

二
六
頁
九
行

二
八
頁
七
行

神
業
↓
神
崇

軽
走
↓
散
歩

カ
ル
キ
ュ
ラ
ム
↓
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

医
療
治
法
↓
医
薬
治
法

（
小
野
尚
香
）

347 (95）


